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規 
 

則 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
―
六
三 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

る
規
則 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会

規
則
一
―
五
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
 

告 
 

示 

 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
収
納
事
務
を
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二

番
一
号 

株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト 

代
表
取
締
役 

西
村 

修 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び 

代 

表 

者 

氏 
名 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
税

事
務
所
、
埼
玉
県
川
口

県
税
事
務
所
、
埼
玉
県

朝
霞
県
税
事
務
所
、
埼

玉
県
川
越
県
税
事
務

所
、
埼
玉
県
春
日
部
県

税
事
務
所
及
び
埼
玉
県

越
谷
県
税
事
務
所
に
お

い
て
行
う
県
税
に
係
る

徴
収
金
の
収
納
事
務 

委 

託 

内 

容 

平
成
二
十
七
年
三
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
九
年

二
月
二
十
八
日
ま
で 

た
だ
し
、
埼
玉
県
川
越

県
税
事
務
所
に
お
い
て

は
、
平
成
二
十
七
年
三

月
二
十
三
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
二
月
二
十
八

日
ま
で 

委 

託 

期 

間 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

三
郷
イ
ン
タ
ー
複
合
商
業
施
設 

 
 

 

埼
玉
県
三
郷
市
上
口
二
丁
目
百
二
十
八
番
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ビ
バ 

代
表
取
締
役 

豆
成
勝
博 

埼
玉
県
上
尾
市
上
二
百
九
十
八
番
地
の
一 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ビ
バ 

代
表
取
締
役 

渡
邉
修 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
上
木
崎
一
丁
目
十
三
番
一
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
二
十
六
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
二
十
四
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
十
三
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号



三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
十
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ
朝
霞
新
店 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
幸
町
三
丁
目
一
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ 

代
表
取
締
役 

橋
本
正
彦 

 
 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
青
葉
台
一
丁
目
五
番
一
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ 

代
表
取
締
役 

橋
本
正
彦 

 
 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
青
葉
台
一
丁
目
五
番
一
号 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

千
七
百
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

七
一
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

五
八
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
号



 
 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

一
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
十
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

馬
宮
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住

所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
住 

所 

 

理
事 

大
久
保 

 
 

勲 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
西
遊
馬
百
二
十
二
番
地
二 

 

同 
 

金 

子 
 

 

保 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

五
百
六
十
六
番
地 

 

同 
 

都 

築 

正 

武 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

九
百
七
十
六
番
地 

 

同 
 

島 

田 

家 

次 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

千
三
百
二
十
八
番
地 

 

同 
 

石 

田 

紀 

雄 

同 
 

同 
 

 
 

同 
同 

同 
 

二
千
百
七
十
七
番
地
一 

 

同 
 

森 
 

 

幹 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 
土
屋
百
四
番
地
一 

 

同 
 

星 

野 

和 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
二
百
十
一
番
地 

 

 

同 
 

蓜 

島 

益
次
郎 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

二
ツ
宮
三
百
九
番
地
一 

 

同 
 

蓜 

島 

裕 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

七
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

森 
 

 

貞 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

佐
知
川
千
二
百
三
十
一
番
地
二 

 

監
事 

金 

子 

一 

男 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

西
遊
馬
八
百
六
十
一
番
地
二 

 
 

 

同 
 

河 

野 

克 

己 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

土
屋
百
七
十
三
番
地 

 

同 
 

小 

峰 
 

 

勇 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

二
ツ
宮
四
百
十
一
番
地
二 

 

同 
 

澤 

田 
 

 

隆 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

指
扇
九
百
七
十
四
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 

住 

所 

 

理
事 

安 

藤 

伸 

夫 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
西
遊
馬
二
百
五
十
九
番
地 

 

同 
 

金 

子 
 

 

保 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

五
百
六
十
六
番
地 

 

同 
 

都 

築 

正 

武 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

九
百
七
十
六
番
地 

 

同 
 

野 

原 

基 

好 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

千
三
百
五
十
八
番
地 

 

同 
 

大
久
保 

正 

雄 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

二
千
百
七
十
三
番
地
一 

 

同 
 

杉 

山 

起 

司 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

土
屋
百
五
十
七
番
地 

 

同 
 

星 

野 

和 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 

二
百
十
一
番
地 

 

 

同 
 

小 

峰 
 

 

勇 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

二
ツ
宮
四
百
十
一
番
地
二 

 

同 
 

新 

井 
 

 

敏 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

八
百
四
十
五
番
地 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号



 

同 
 

森 
 

 

貞 

夫 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

佐
知
川
千
二
百
三
十
一
番
地
二 

 
監
事 

浪 

江 
 

 

稔 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

西
遊
馬
百
八
十
七
番
地
三 

 
 

 
同 

 

渋 

谷 

繁 

雄 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

同 
 

七
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

蓜 

島 

克 

己 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

二
ツ
宮
八
百
十
五
番
地
一 

 

同 
 

澤 
田 

 
 

隆 

同 
 

同 
 

 
 

同 

同 

指
扇
九
百
七
十
四
番
地 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

川
島
町
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

監 

事 

安 

田 

昌 

生 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
南
園
部
三
百
三
番
地 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
都
市
再
生
本
部
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
都
市
再
生
本
部 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
七
丁
目 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
幸
手
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

幸
手
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
二
級
、
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

幸
手
市
平
須
賀
二
丁
目
、
大
字
吉
野 

地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
北
首
都
国
道
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り

公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八

号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
北
首
都
国
道
事
務
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
大
字
芝
字
鶴
ヶ
丸
か
ら
埼
玉
県
草
加
市
旭
町
三
丁
目
ま
で 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）
は
、

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
桶
川
市
か
ら
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号



告 
 

示 

  
狭
山
市
か
ら
狭
山
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号



告 
 

示 

  
狭
山
市
か
ら
狭
山
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号



告 
 

示 

  
富
士
見
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号



告 
 

示 

  
ふ
じ
み
野
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
号



告 
 

示 

  
東
松
山
市
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号



告 
 

示 

  
所
沢
市
か
ら
所
沢
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号



告 
 

示 

  
富
士
見
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
四
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
六
〇
〇
七
二
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日 

 
 

川
建
セ
第
二
六
〇
一
五
九
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
戸
守
字
西
七
百
七
十
六
番
一
の
一
部 

 
 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
正
直
七
百
五
十
番
地
一 

 
 

山
口 

英
夫 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
〇
一
四
九
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日 

 
 

川
建
セ
第
二
六
〇
一
五
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
平
澤
字
金
井
二
百
五
十
四
番
百
二
十
六 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
平
澤
六
百
五
十
六
番
地
六 

 
 

青
木 

政
章 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
六
〇
〇
四
七
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日 

 
 

川
建
セ
第
二
六
〇
一
五
六
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
平
澤
字
金
井
二
百
五
十
四
番
百
四
十
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
薬
師
町
十
三
番
地
一 

ク
リ
ス
タ
ル
ハ
イ
ム
四
〇
一
号
室 

 
 

戸
田 

佳
幸 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

内 

藤 

知 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
六
〇
〇
五
三
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日 

 
 

越
建
セ
第
五
一
〇
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
和
戸
字
本
郷
八
百
五
十
五
番
一
、
八
百
五
十
五
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
青
葉
一
丁
目
二
番
七
号
―
四
〇
五
号 

 
 

中
田 

宏
美 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

内 

藤 

知 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
二
日 

 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
六
〇
〇
三
一
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日 

 
 

越
建
セ
第
五
一
二
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
堤
根
字
塘
三
千
九
百
七
十
七
番
一
、
三
千
九
百
九
十
九
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
南
五
丁
目
四
番
三
十
一
号 

 
 

鈴
木 

剛
生 

 

鈴
木 

紗
恵 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

内 

藤 

知 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
四
〇
〇
三
二
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日 

 
 

越
建
セ
第
五
一
三
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
和
戸
字
本
郷
八
百
八
十
一
番
一
、
八
百
八
十
一
番
二
、
八
百 

 
 

八
十
一
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
和
戸
八
百
八
十
番
地 

 
 

日
下
部 

正
一 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
五
号 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 

一 

日
時 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

 

ロ 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す 

 

 
 

る
規
則
に
つ
い
て 

 

ハ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ニ 

そ
の
他 

    



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
六
号 

 

平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号
（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
て
行
う
手
続
等
に
関

す
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

        

 

  

 
 

 

埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用

志
願
手
続
及
び
選
考
試
験
等

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規

則
第
七
号
） 

   

名 
 

 
 

称 

第
四
条 

（
た
だ
し
、
埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考

試
験
の
志
願
区
分
の
う
ち
小
学
校
等
教
員
及
び

中
学
校
等
教
員
の
一
部
並
び
に
高
等
学
校
等
教

員
の
志
願
手
続
に
限
る
。
） 

  

条 
 

 
 

 
 

 

項 

  

 

埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用

志
願
手
続
及
び
選
考
試
験
等

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規

則
第
七
号
） 

   

名 
 

 
 

称 

第
四
条 

（
た
だ
し
、
埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考

試
験
要
項
で
定
め
る
志
願
手
続
に
限
る
。
） 

  

条 
 

 
 

 
 

 

項 

表
中 

「 

」 

」 

に
改 

「 

を め
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
七
号 

 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

 

古
文
書 

彫
刻 

彫
刻 

建
造
物 

建
造
物 

   

種
類 

 

大
野
家
文
書 

 
 

 
 

 
 

 

五
点 

木
造
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像 

 
 

 

一
躯 

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像 

 
 

 
 

一
躯 

五
ヶ
門
樋 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
基 

 

付 

中
庄
内
樋
管
一
基 

 
 

 

排
水
機
場
跡
一
基 

横
瀬
神
社
本
殿
及
び
拝
殿 

 
 

二
棟 

 

付 

幣
殿
一
棟 

 
 

 

本
殿
覆
屋
一
棟 

 
 

 

棟
札
五
枚 

名
称
及
び
員
数 

 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

石
田
本
郷
四
番
地 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字

川
寺
四
十
三
番
地
一 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字

野
島
三
十
二
番
地 

埼
玉
県
春
日
部
市
水

角
千
八
百
九
十
九
番

地
先 

埼
玉
県
深
谷
市
横
瀬

千
三
百
五
十
八
番
地 

所
在
地 

 

大
野
和
秀 

宗
教
法
人

大
光
寺 

宗
教
法
人

浄
山
寺 

春
日
部
市 

宗
教
法
人

横
瀬
神
社 

所
有
者 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
八
号 

 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
史
跡
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

 

史
跡 

史
跡 

種
類 

永
明
寺
古
墳 

馬
場
小
室
山
遺

跡 名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
下
村
君
字
谷
田
二

千
二
百
七
十
四
番
三
、
二
千
二
百
七
十

七
番
、
二
千
二
百
七
十
八
番
一
の
一
部
、

二
千
二
百
七
十
八
番
二
、
二
千
二
百
八

十
四
番
、
二
千
二
百
八
十
五
番
二
、
二

千
二
百
八
十
六
番
、
二
千
二
百
八
十
八

番
、
二
千
二
百
八
十
九
番
（
別
図
の
と

お
り
） 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
三
室
字

東
宿
二
千
十
五
番
、
二
千
十
六
番 

所
在
地 

宗
教
法
人
永
明
寺
、

夘
之
木
茂
、
望
月
イ

マ
子
、

羽
巌
男 

さ
い
た
ま
市 

  

所
有
者 



 

2272-1 

2274-3 

2278-1 除外部分 

埼玉県指定史跡 
永明寺古墳指定範囲 

2279-1 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号 

 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
名
勝
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

 

名
勝 

種
類 

外
秩
父
丸
山
の

眺
望 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
芦
ケ
久
保

字
沼
ノ
久
保
八
百
八
十
六
番
四
、
八
百

九
十
五
番
四 

所
在
地 

埼
玉
県 

所
有
者 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
号 

 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

 

天
然
記

念
物 

種
類 

赤
平
川
の
大
露

頭 

よ
う
ば
け 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
大
字
長
留

字
サ
ス
一
番
、
二
番
、
三
番
、
七
番

一
・
二
、
八
番
、
十
番
、
十
一
番
、

十
二
番
、
十
三
番
一
・
二
、
十
四
番

一
・
二
、
十
五
番
一
、
十
六
番
、
十

七
番
一
、
十
八
番
一
、
二
十
二
番
一
・

三
、
三
十
三
番
、
三
十
四
番
一
・
二
・

四
、
三
十
五
番
、
三
十
七
番
、
三
十

八
番
、
四
十
一
番
、
四
十
二
番
、
五

十
一
番
、
五
十
二
番
一
・
二
、
五
十

八
番
、
五
十
九
番
、
六
十
七
番
、
六

十
八
番
、
百
二
十
六
番
一
、
百
二
十

七
番 

所
在
地 

秋
葉
勇
吉
、
今
井
修
、

今
井
昇
次
、
今
井
シ

ナ
子
、
今
井
晃
市
、

神
田
進
、
黒
沢
幸
男
、

髙
橋
良
衛
、
田
島
康

久
、
豊
田
聡
志
、
豊

田
豊
寿
、
豊
田
隆
治
、

中
村
賴
子
、
根
岸
清

子
、
株
式
会
社
埼
北

林
業
、
秩
父
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

所
有
者 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
三
号 

埼
玉
県
監
査
委
員
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

寺 

山 

昌 

文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

荒 

井 

伸 

夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

鈴 

木 
 

 

弘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

本 

木 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 
 

 
 

 
 

 

告
示 

 

埼
玉
県
監
査
委
員
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
監

査
委
員
告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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